
受賞講演

第 14回庭野平和賞受賞団体

コリメーラ共同体

(トレバー・ウィリアムズ師、カーメル・ヒーネイ女史、

ジ‘ヨイス・ウィリアムズ夫人)

(トレバー・ウィリアムズ師)

コリメーラ共同体を代表して、皆株にご挨拶を E~I し上

げます。遠く離れた国に住む私共に友情と支援の手を差

し延べて下さったことに、深く感動しております。日本

と北アイルランドは、地理的文化的に異なり、宗教的伝

統も違っておりますが、平和lへの献身という点では共通

していることがわかりました。コリメーラは、この発見

からすでに沢山の恩恵を受けております。

北アイルランドは、歴史上、数多くの激しい社会紛争

に見舞われてきました。この国土で、コリメーラは、対

立する 2 つのコミュニティがお互いを受け入れる、橋渡

しのコミュニティになろうとしています。排他的なコミ

ュニティは過激な準軍事組織を結成し、テロ行為を通じ

て自らの望みを実現しようとしています。こういったテ

ロ活動に係わる人は少ないかもしれませんが、このよう

な行為によって、わずか 150万人の人口のうち 3 千人以

上の犠牲者を出し、計り知れない苦しみを生み出したの

です。これら 2 つのコミュニティには、ナショナリスト

とユニオニストという、比較的規模の大きい穏健派があ

ります。ナショナリストは、立憲政治の下でアイルラン

ド統一国家をめざしており、ユニオニストは、民主主義

路娘を通じ英国との結びつきを擁護しようとしていま

す。ナショナリストはほとんどカトリック教徒のアイル

ランド人で‘あり、ユニオニス卜は大多数がプロテスタン

トで自らを英国人と呼んでいます。これら 2 つのコミュ

ニテイは、お互いを写し出す鏡のような存在です。私共

は分裂した社会に生きており、それぞれのコミュニティ

の独自性や文化と宗教が紛争の一端をなしています。

和平への新しい道を模索する中で、コリメーラは相互

受容的コミュニティというものを構想しています。カ卜
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TheCorrymeelaCommunity
TheRecipientoftheFourteenthNiwanoPeacePrize

bytheRev.TrevorWilliams,Ms.CarmelHeaney,

Mrs.JoyceWilliams

(Rev.TrevorWilliams)

IbringyouthegreetingsoftheC Ol・ rymeela

Community.Wearedeeplymovedthatyouhave

stretchedoutthehandof合iendship andsupporttous

wholiveontheothersideoftheworld.Wemaybe

dividedbydistance, culture, andhavedifferencesin
religioustradition,butwehavediscoveredwesharea
common commitment to peace , and already
Corrymeelahasbenefitedgreatlybywhatwehave

learnt.

COl・ 1・ymeela seekstobeaninclusivecommunityina

landwithahistoryheavywiththeclashesofcompetｭ

ingcommunities.Theseexclusivecommunitieshave

thrownupextremistparamilitarygroupingswhich

havepursuedtheiraspirationsthroughterrorism.

Thenumberofthoseactivelyinvolvedinterrorism

maybesmall,buttheirdeedshavecausedimmeasurｭ
ablesufferingwithover3,000 deathsinasmallpopuｭ
lationofjustoneandahalfmillion.

Thesetwocommunitieshavelarger,moremoderate

出会いと分かち合いの場コリメーラ。デビ一夫妻を図む「シード・グループ J の

一つ
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リックとプロテスタン卜が一体となって、分裂した社会

の相手1l!1Jへの橋渡しをするあらゆる可能性を模索してい

ます。バリーキャッスルの宿泊センターの入口に、次の

言葉が掲げられています。

“コリメーラには、あらゆる宗派と年齢のキリスト教

徒が参加していて、北アイルランドと全世界の社会的、

宗教的、政治的分裂から生まれる苦しみを癒すため、一

人一人がまた共に一体となって貢献しています。"

平和は分裂を釆り越えて初めて達成されます。夜、共

は、この相互受容的なコミュニティを実現する方法を積

極的に求めて活動しています。このような意味で、プロ

テスタントである私と妻のジョイスが、カトリック教徒

であるカーメル・ヒーネイと共に、コリメーラを代表し

てお招き頂きましたことに対し、庭野平和1財団に深く感

謝いたします。このことは、私達にとって非常に意味の

あることです。私共三名が、共に受賞の喜びを分かち合

う機会を与えられましたことを、有り現Iiく御礼申し上げ

ます。

最初に、残念ながらここに同席はできませんでした

が、コリメーラの創始者、レイ・デビー師からのメッセ

ージをご紹介いたします。

日本の友人で、ある庭野平和財団の皆様へ

私共に平和賞を授与して下さるという知らせは、大

変な励みとなり、勇気を与えてくれました。このこと

は、私共が遠く離れて暮らしていても、お互いの視野

や希望においては非常に近いのだということを教えて

くれました。皆様の寛大さのお陰で、私達が宇宙村と

いう 1 つの世界に住んでいることを認識することがで

きるのです。

17 世紀の詩人ジョン・ダンの言葉に次のようなもの

があります。“人は孤島ではなく、それ自体で完全では

ない。人は皆、大陸の一片、本体の一部なのだから。

死はそれが何人のものであっても、夜、を小さくする。

何故なら、私は人類の一部なのだ、から。"

私達の小さな固には、憎悪と恐怖が重くのしかか

り、言葉に表わせないほどの苦難や死が続いていま

す。この固における私共の使命は、暴力の文化を、コ
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sectorsdescl ・ibed asNationalistsandUnionists

Nationalistspursuetheirpoliticalaspirationfora

unitedIrelandthroughconstitutionalpolitics

UnionistsseektodefendthelinkwithBritainthrough

thedemocraticprocess.AlmostallNationalistsare

IrishandCatholic.AlmostallUnionistscallthemｭ

selvesBritishandareProtestant.Eachcommunityis

themirrorimage ,theoppositeoftheother.Welivein
acontestedsociety,andtheidentity,cultureandreliｭ
gionofeachsideispartofthebattle.

Inseekinganewway, awayofpeace, Cor・rymeela

hasavisionofaninclusivecommmuty.Weseekin

everywaypossibletoworktogetherasCatholicsand

Protestantsandcrosstheotherdivisionsofsociety.At

thegateofourResidentialCentreinBallycastleisa

signwhichsays:

"COn}' ，ηeela ispeopleofαII α:ges αnd Christi αn

traditionswho, individuαlly αnd together， αre

committedtothehe αling ofsoci α'.l ， religious ， αnd

politic αl divisionsthatexistinNorthernIrel αnd

αnd throughoutthe ωorld."

Peaceisindivisible.Weactivelyseekwaysof

expressingthisinclusivecommunity,sowehavebeen
verygratefulthattheNiwanoP巴ace Foundation

agreedthatJoyce,whoismywife,andI ,whoareboth
Protestants , couldbejoinedbyCarmelHeaney , a
Catholic, torepresentCorrymeelaonthisoccasion.
Thisisveryimportanttousandwethankyoufor

acceptingthat.Sothisoccasionwillbeshared

betweenus

IalsowishtoincludesomewordsoftheRev.Ray

Davey, thefounderofCorrymeelawhocouldnotbe
withusonthisoccasion.Hehassentthismessage.

DearJapaneseFriendsoftheNiwanoPeace

Foundation,
Thenewsthatyouhaddecidedtopresentuswith

aPeacePrizeismostinspiringandencouraging.It

makesusrealisethatthoughwelivesofaraway

fromeachother, yetweareverycloseinoutlook
andhope.Indeedyourgenerositymakesusunderｭ

standthatwedoliveintheoneworld , thatwelive
intheoneglobalvillage.

InthewordsofJohnDonne , the17th-century
poet:

“'Nom αn isαn island, entireofitselfevelYmα n is
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リメーラのすべての仕事を通じて流れる平和の文化に

置き換える道を模索することです。

私達の使命は、南アフリカのネルソン・マンデラ氏

が実に明白に表現しています。“人は生まれながらに

して他人を憎むのではない。人が憎むためには、憎む

ことを学は、なければならない。憎しみを学べるなら、

愛することも学べるはずで、ある。"

アイルランドのある歴史家は、次のように表現して

います。“われわれは、力の論理ではなく、論理の力

を信じなければならない。"

つい先頃、アイルランド国民に対し、平和活動を自

らの生き方で実践して示した商人がいます。その人の

名前はゴードン・ウィルソンといい、エニスキレンと

いう町に住んでいました。 1986年 11 月 8 日に、看護婦

である 21 歳の娘マリーを伴って、 lilTの戦争記念館へ終

戦記念日の礼拝に行きました。礼拝の最中、 IRACア

イルランド共和軍)の仕掛けた爆弾が破裂しました。

ウィルソン父娘は、瓦れきの中に埋もれかけました。

マリーは致命傷を負い、ゴードンは重傷を負いまし

た。その他 11 名が死亡し、大勢が負傷しました。この

惨事に対するゴードン・ウィルソンの対応は素H青らし

いものでした。余生を全精力を注いで、和平に捧げよ

うと決意したのです。招きに応じてアイルランド政府

の議会に出席し、そこでたびたび意見を述べました。

IRA の代表とも会見し、殺人行為を停止するよう訴え

かけました。イギリス全土の会合や集会で演説しまし

た。その後、追い打ちをかけるように、一人息子が自

動車事故で、亡くなったH寺も、会合やインタビューとい

った過酷なスケジュールを止めませんでした。彼は飽

くことなき努力を続け、平和推進のために文字通り命

がけで取り組んでいました。その実践力、勇気、信念

によって、全ての平和推進者の模範となったのです。

ある日、ゴードンは、彼の伝記編者アルフ・マックレ

アリーに、こう尋ねました。

「一体どうしたら、エニスキレンの教訓を、こんな

に際限もなく何度も何度も話し続けることができるの

かね。j 返答はこうでした。「他に道はあるまい。エニ

スキレンの事 'f~l:が、君を高徳な土嬢に立たせたのだ。
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α piece oftheContinent ， αpα rt oftheIn αin "'Any

mα n's de αth diminishesmebee αuse I αm involvedin

Mα nhind."

Hateandfearlieveryheavilyonoursmallcounｭ

tryandtherehasbeenuntoldsufferinganddeath.

Ourgreattaskinthiscountryistoseektoreplace

thecultureofviolencewiththecultureofpeaceand

thatrunsthroughallCorrymeela'swork.

OurtaskisveryclearlyexpressedbyNelson

MandelaofSouthAfrica: “No oneisbornhating
anotherperson.Peoplemustlearntohate , andif
theycanlearntohatetheycanalsolearntolove."

OrasoneofourIrishhistorianshasputit,“We
havetobelieveintheforceofargument, notthe
argumentofforce."

ForallofusinIrelandthetaskofpeacemaking

waspersonifiedveryrecentlybythelifeandexamｭ

pIeofanIrishshopkeeper.HisnamewasGordon

WilsonandhelivedinatowncalledEnniskillen

Onthe8thNovember1986heandhisdaughter

Marie , a21-year-oldnurse , decidedtoattenda
RemembranceDayS巴rvice atthetown'swarmemoｭ

riaLDuringtheservice, abombplantedbytheIRA
wentoff.TheWilsonswerepartlyburiedintherubｭ

ble.MariewasmortallyinjuredandGordonwas

seriouslyhurt.Elevenotherswerekilledandmany

injured.GordonWilson'sresponsetothisterrible

eventwasremarkable.Hedecidedtodevotetherest

ofhislifeandallhisenergytothetaskofpeaceｭ

making.Heacceptedaninvitationtotakeaseatin

theSenateoftheIrishGovernmentandspokethere

frequently.HemetrepresentativesoftheIRAand

pleadedwiththemtostopthekilling.Hespok 巴 at

meetingsandralliesallovertheBritishIsles.Th 巴n

inspiteofafurtherdevastatingblow,whenhisonly
sonwaskilledinamotoraccident,hecontinuedhis
relentlessscheduleofmeetingsandinterviews.In

truthhedidreallyworkhimselftodeathbyhis

ceaselesseffortstofurtherthecauseofpeace , By

hiscommitment, hiscourage , andhisfaithhe
becamearolemodelforallpeacemakers.Oneday

heaskedAIfMcCreary, theeditorofhisbiography,
“How canIgoonsayingsuchthingsaboutthe
lessonsofEnniskillenagainandagainandagain?"

Hewastoldinreply,“You hav巴 no choice , the
eventsofEnniskillenhaveplacedyouonhighmoral
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お互いの人生を語るうちに、深い友情が芽生えまし

た。生い立ちゃ性格が全く異なっていたにも拘わらず、

共有できること、すなわち自分遠の人生を語り合い、耳

を傾け合う経験をしたのです。人生の物語を共有するこ

とによって、コミュニティを築き上げていったのです。

レイは終i段で解放されると、ベルファストのクイーン

ズ大学の長老派教会の初代司祭に任命されました。そこ

では、コミュニティ形成について彼がそれまでに学んだ

教訓が、聖戦の仕事の中核となりました。こうして平和

調停の役割を果たすコミュニティ、コリメーラが創設さ

れたのです。コリメーラは、本部となる建物を取得しま

した。それは休日センターとして建てられた簡素な木造

建築でした。ここでも、人々は、ボランテイアとして、

荒廃した建物を修復する作業の中に、コミュニティを発

見したのです。コリメーラセンターの環境は壮大です。

敷地は、アイルランド北岸の断崖にあります。海岸の岩

場の向こう、ラスリン島に続く狭い海峡を見渡すと、彼

方にスコットランドの丘が見えます。コリメーラセンター

は会合の場として使われています。ここでは、人々が、

社会の分裂をこえた友好関係を結び、恐怖は信頼に変わ

り、新たな理解が変革の可能性を生みだしていきます。

(カーメル・ヒーネイ女史)

コリメーラ共同体には、 180 人の一般の男女、子供が

おりますが、 H寺には途方もない要求をされることもあり

ます。ここには両親、教師、医師、弁護士、失業者、寡

婦、様々な障害者、看護婦、主婦、パス運転手、配管

工、建設業者、会計士、建築家、芸術家なと'iJ{v、ます。

ごく一般の人が通常の生活以外に会員の顔を持っていま

す。人々は、敵意の場の中で、お互いを温かく迎え入

れ、もてなす、という行動様式を共に作り上げていくの

です。

コリメーラは、憎悪と恐怖にいろどられた土地にある

場です。

コリメーラは、歴史的要求とそれに反論する要求に挟

まれた場です。

コリメーラは、巷の暴行や家庭内の暴行から婦人を守

る聖域です。
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ガリラヤのユダヤ人、ドルース教徒、イスラム教徒の子供たちの聞の和解に力を

注いだマリオット・カトリック i曽エリアス・チャコウァ師 (1987 年夏祭りにて)

experienceoftellingyourstoryandofbeingheard.

Theywerebuildingcommunitythroughsharingtheir

stories.

WhenRaywasl'巴 leas 巴d attheendofthewarhe

wasappointedasthefirstPresbyterianChaplainto

Queen'sUniversityinBelfast.Therethelessonshe

hadlearntaboutcreatingcommunityweretobecome

acentralpartofhisChaplaincywork.Thisinturnled

totheformationoftheCOl・ rymeela ， acommunityof

Reconciliation.Thecommunityacquiredapropertyas

thefocusforitswork 目It wasamodestwoodenstrucｭ

tu t'・ e whichhadbeenbuiltasaholidaycentre.People

foundcommunityagain,astheyworkedasvolunteers,
renovatingthedilapidatedbuilding.Thesettingofthe

CorrymeelaCentreisspectacular.Thesiteisonacliff

topontheNorthCoastofIreland.Lookingbeyondthe

rocksattheseashore, acrossashortstretchofwater
totheRathlinisland,youthenseeinthedistancethe
hillsofScotland.TheCorrymeelaCentreexistsasa

placeofmeeting, wherel'巴 lationships canbeformed

acrossdividesofoursociety, wheretrustcanreplace
fear ,andnewunderstandingleadtothepossibilityof
change.

(Ms.CarmelHeaney)

TheCorrymeelaCommunityis180ordinarymen ,
women,andchildrenofwhom, occasionally,extraordiｭ
narydemandsaremade

Corrymeelaisgroupsofparents, teachers , doctors,
lawyers , unemployed , single-parents , differently
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コリメーラは、カトリックとプロテスタントが一堂に

集まり、共に祈る機会を提供します。

コリメーラは、準軍事組織や軍隊の暴力の 1:13 で生きる

若者が集う場所です。

コリメーラは、家族を射殺された人々に援助を差しゃI'

ベる場所です。

コリメーラは、ボランテイアやl隊員が懸命に働き、ベ

ッドを整え、 トイレを掃除し、皿洗いをし、食事を作る

場所でもあります。

コリメーラは、老若を問わず、収入の有無も関係な

く、共に働ける場所です。

コリメーラは、様々な人がいて、異なった意見を持

ち、心配ごとに悩み、あまりにも多くのことを満たさね

ばならない場所です。

コリメーラには、 2 つのセンターがあります。 1 つは

ベルファストにあり、都市で会合を聞くグループに中立

の場所を提供しています。もう 1 つは、 60 マイル離れた

パリーキャッスルの、美しい北アントリム海岸にありま

す。解放的なのは建物だけでなく、人々の態度にも見ら

れます。夏季と冬季のプログラムの一環として、人々は

この宿泊センターに来ます。年間約 6 千人が訪れ、火曜

日から金H程日までの週半ばの 4 日間、もしくは週末をセ

ンターで過ごします。滞在には、ハウス、宿泊村、コテ

ージの何れかが充てられます。

どの J1Mでも、 6 *丑のカトリックと 6 組のプロテスタン

卜から成る 12組のグループが派遣され、食事を支給さ

コリメーラのパリーキャッスル礼拝所
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abled , nurses , housewives , busdrivers , plumbers ,
builders, accountants , architects , andartists.People
likeyouandmewhoinadditiontotheirordinarylife,
chooseamantleofmembel 叶1ip andwhotogether

weaveapatternofhospitalityinaplaceofhostility

Corrymeelaisaspaceinalandplaguedbyhatred

andfear.

COl・ rymeela isaspaceamidsthistoricalclaimand

counter-claim

Corrymeelaisasanctuaryforwomenlivingwith

streetanddomesticviolence

CorrymeelaoffersfamiliesfromCatholicand

Protestanttraditionsthechancetomeetandpray

together

Corrymeelabringstogetheryoungpeoplewholive

amidstparamilitaryandmilitaryviolence.

COl・ 1・戸 neela isaplacewherethosewhohavehad

familymembersshotdeadcanfindsupport.

Con ・ymeela isalsoaplacewherevolunteersand

staffworkhard,makebeds,cleantoilets,washdishes ,
cookmeals.

COl・ 1・戸 neela isaplacewhereyoungandold, those
withanincomeandthosewithout,worktogethel¥
Corrymeelaisaplaceofdifference, differentopinｭ

ions ,wearypeopleandtoomanydemands.
Corrymeelahastwocentres , oneinBelfastwhich
offersmuchneeded “neutral" spaceforg1'oupstomeet
inthecityenvironment,andtheother,60milesaway
inthebeautifulroastofNorthAntriminBallycastle ,

Opennessdoesnotonlyapplytobuildings, italso
appliestohumanattitudes.

Peoplecometotheresidentialcentreaspartofa

summerorwinterprogramme.Some6,000 peoplea

yearcomeandliv 巴 at thecentreforeitherafour-day ,
midweekperiodfromTuesdaytoFriday, oratweekｭ
ends.Peoplestayinoneofthreespaces, thehouse,
villageorthecottages

Inanygivenweek, 12differentgTOUpS ,sixofwhich
areCatholic, sixofwhichareProtestant, havebe 巴n

transported, fed , andintroducedtoissuesthatthe
societyasawholeconspirestokeepsilentandhidden ,

Amongthethousandswhocomeeachyear, several
facesremain , thestoriestouchtheheartandchange
foreverthosewhomeetthem.ThereisanoldIrish

sayingthat“strangers" arefriendsthatwehaven'tyet

met.
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れ、社会全体が沈黙し、隠し通そうとする問題に向き合

うよう導かれます。

毎年来る何千人の中には、心に残る顔があります。彼

等の話は心を打ち、出会った人々の人生を変えることも

あります。アイルランドの古い諺に「他人とは、未だ出

会っていない友である。」というのがあります。

バーナードは、そういった人の一人です。彼は車椅子

に坐ったままで、動かすことのできるのは、人差し指だ

けでした。四六時中ボランテイアチームの介護を必要と

しました。体を洗うのも、着物を着替えるのも、 トイレ

に行くのも、助けてもらわねばなりません。しかし彼

は、円の中にアルファベットの文字が書かれた黒板を使

って、人差し指を使って意志を伝達できました。指を早

く動かすことによって、彼は「話しj をしたのです。

この障害者は、希望と新たな可能性を示してくれまし

た。彼は国を移動し、友や親と別れ、新しい場所で人生

をやり始めたのです。勉強して 4 年制のコースで学位を

取得しました。地方のコミュニティに携わり、住宅協会

を設立しました。肉体的なハンデイキャップを克服し

て、人生を歩んだのです。北アイルランドでは、非常に

しばしば、われわれ自身の感情と知的限界を相手として

闘わねばなりません。恐怖と向き合わないままでいるこ

とによって、新たな旅立ちに必要な、知性と精神の寛大

さを窒息させてしまうかもしれないのです。

コリメーラ会員のモーラは、心の寛大さ、家庭の寛容

さを身をもって示した人です。モーラの息子のジェラル

ドは、 19歳になる医学部の 1 年生で、年度末試験の準filii

をしていました。日曜日の午前中勉強し、夕方のミサに

出席しました。礼拝が終わり教会から出ょうとした時、

射殺されたのです。母親は、この惨事が理解できず、同

じような死別に遭遇した母親達を訪ね始めました。カト

リックやプロテスタントの家々を巡り歩いたのです。そ

ういった家族が共に祈り、支え合ってコリメーラへ来ま

した。今でも彼女はその仕事を続けています。「もしも

私が恨みをもち、報復しようとしたなら、二重の受難で

しかなかったでしょう。j と言っています。モーラこそ、

赦しを本来の意味で実践した人なのです。

こうした実話は、コリメーラの一連のプログラムの中
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OnesuchmanwasBernard.Hewaswheelchairｭ

bound, hisonlymovementbeinginhisindexfinger.
Heneededconstant, 24-hour,round-the-clocknUl・ smg

byateamofvolunteers.Hehadtobewashed ,
dressed ,andtoilettedbyothers 目 With hisindex 白.1ger

hecouldcommunicatethroughablackboardwiththe

lettersofthealphabetpaintedinacircle.Fingerflyｭ

ing, hewould"tall じ， Thisbrokenmangavehopeand

newpossibilities.Hemovedco山1ties ， lefthisfriends

andparents,andbeganlifeinanewplace.Hestudied
andcompletedafour-yeardegreecourse.Hegot

involvedinhislocalcommunityandsetupaHousing

Association.Hewasapersonwhoovercamephysical

limitationsandlivedlife.InNorthernIrelanditis

veryoftentheemotionsandmentallimitationsthat

needtobechallenged, fearsoftenI'巴 main unvisited

andcanstiflethegenerosityofmindandspiritnecesｭ

saryfornewbeginnings.

Maura,amemberofCon ・ymeela ， embodiesthegenｭ

erosityofheartandhearth.Maura'ssonGerardwasa

first-yearmedicalstudent, 19yearsold , whowas
preparingforhisend-of-yearexaminations.Hestudｭ

iedallofSlmdaymorningandattendedeveningMass

Hewasshotdeaduponleavingthechurchservice.His

mother, unabletotakeinwhathappened, beganto
visitothermotherswhohadsimilarbereavements

CatholicandProtestanthouseswerevisitedby

Maura.Thosefamiliesmettogetherforprayerand

support, andcametoCOl・ rymeela. Shecontinuesthat

worktoday.Maurasaidthatbitternessandrevenge

wouldonlyhavebeena “double crosstobem ・." Itwas

fromMaurathatforgivenessbecameareality.

Storiessuchasthesearesharedeachweekat

COl・ rymeela inaseriesofprogrammesdesignedto

addresswhatthepoetJohnHewittcalled “the break
andbondbetweenus."Theseintentionalprogrammes

bi ・ing togetherpeoplefromallagesandbackgrounds

andreligioustraditions

Inthemeetings, opportunitiesaregivenforpeople
tospeakaboutthemselvesandtheirlives, tospeak
aboutfaithandthefuture.Suchstoriesarevoicedand

peoplechangetheirviewsofthe“other." Suchstories
breakdownthehistoricalmyths.

Instablesocietieshistorybelongsinabook.

Everyonecanagreeaboutthefacts.Incontestedsociｭ

eties ,onegroup'sfactisanother'sfiction.Withinten-
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で毎週紹介されています。これらのプログラムは、詩人

ジョン・ヒューイットのいう「我々の分裂と緋j の問題

に日を向けるよう意識的に作られ、あらゆる年齢層、生

い立ち、宗教的背景を持った人々を結び付けています。

これらの会合で、人々は、自分自身や自分の人生につ

いて、信仰や将来について、語る機会が与えられます。

こうしたことを話すことによって、「他人」に対する見

方が変わってきます。こうして過去の伝説が覆されるの

です。

安定した社会では、歴史は書物に記された通りです。

事実は誰もが認めます。しかし、紛争の続く社会では、

1 つのグループにとっての事実は、別のグループにとっ

ては作り話でしかありません。コリメーラのプログラム

では、存在しでも語られていない難問や分裂をあえて指

摘します。そうすることによって、討議の最中に持ち上

がってくる、正義、安全、雇用、住宅、官憲、主権など

について検討することができます。こうした問題提起に

耳を傾けることができるためには、信頼関係が成立し、

新たな真実が打ち出され、恐怖や無知からくる従来の偽

りが消滅しなければなりません。コリメーラの個別プロ

グラムでは、お互いに話し合い、質問し合うことによっ

て、分裂した社会の重要な問題について検討するので

す。

カトリックとプロテスタントが混在する集まりで、以

前は決して口にされることのなかった質問がきかれま

す。

カトリック教徒は何故聖人を信仰するのか。

警官が射殺された場合、カトリック信徒はどのように

反応するか。

カトリックの信条と実践に対し、プロテスタントは何

を恐れるか。

プロテスタン卜のパスポートは英国のものか、それと

もアイルランドのものか。

こうした疑問は、北アイルランド社会における独自性

と帰属性の中心と関わっています。心の傷はあまりに幾

度も思い出すけれども、それを癒す術を知らないという

思い出を背負って生きている人々で構成されている社会

です。今後の大きな諜題は、全国民が幸福を共有するた
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ボランティアによる「家 J の修復作業 (1965 年)

tionalprogrammesCorrymeelanamestheunspoken

difficultiesanddivisionsthatexist.Peoplecanthen

addressissuesofjustice, security, employment,housｭ
ing, authority, andsovereigntythatariseindiscusｭ
sions.Suchissueswillonlyreallybeheardifpeople

trusteachotherandnewtruthsemerge, andtheold
lies , offearandignorancedisappear.AtCorrymeela
discreteprogrammesaddressthekeyissuesofadividｭ

edsocietybyallowingpeopletotall 王 and questionwith

eachother.

Questionsareaskedwhichhaveneverbeenarticuｭ

latedbeforein “ mixed" companyofCatholicsand
Protestants.

WhydoCα tholics believeinSαints ?

HowdoCatholicsre αct ωhen α policem αn isshot

de αd ?

Whαt doP，叫est αnts fe αI' intheCα tholic faith αnd

practice?

DoProtest αnts hαve α British orIrishpαssport?

Thosequestionsrelatetotheheartofidentityand
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めの共通の記憶を作っていくことです。そして「お互い

がかばい合ってこそ、みなが生きられる J というアイル

ランドの古い祈りの言葉にあるような、コミュニティを

つくることです。

(トレバー・ウィリアムズ師)

コリメーラの会員として、私共は、毎年、社会の破壊

的な紛争についての自分自身の責任を告白し、分裂を釆

り越え、平和の道具になることを誓います。

和平の方法は、会員一人一人の状況によって多種多様

です。ジョイスは、突然近親を失った幼い子供達を助け

るプログラムに、最近かかわっています。

(ジョイス・ウィリアムズ夫人)

子供にとって、愛、死、悲しみは大きな意味を持つ言

葉です。家族の死は、それに関わる人々に深い悲しみを

与えます。大抵の場合、大人に注意が向けられ、子供は

概して見過ごされたままになっています。その死が突然

であったり、暴力を伴うものである場合には、特に子供

は傷つき易く、子供の心の痛みは、大人によって認識さ

れないまま放っておかれる可能性があるのです。多くの

子供達は愛、死、悲しみを経験しており、自分の感情を

表出する方法を見つけねは、ならず、 DjJ けを必要としてい

ます。

4 年前に、 2 人のコリメーラ会員がこういった子供達

の必要に気づきました。近親を突然亡くした子供達、両

親が暴行され殺されるのを目撃したその子供達、家族の

死によって学校で問題児となった子供達。こうした子供

達に私共は何かをしたかったのです。

まず、梢会という小さな会を発足させました。近親を

亡くした 8 歳から 12歳までの子供達の会です。 6 人から

8 人が 1 つのグループとなり、木H程日の夕方 211寺間程ベ

ルファストのコリメーラハウスにやってきます。この子

達は、親兄弟の突然の死を経験しました。その死因は、

暴行、自殺、急病、交通事故などです。そこで、は一緒に

遊びゃゲームをし、仲良しグループになっていきます。

悲しみについても学びます。子供達は、そこが安心でき

る場所だと知り、愛する故人のことを話したり、写真を
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belonginginNorthernIrishsoci 巴ty.

Asocietymadeupofmemory 伽carr 戸ng peoplewho

toooftenrememberthehurts , andrarelyexperience
thehealing.Thebigtaskaheadistocreateacommon

memoryforthecommongoodofallthecitizens,andto
becomeacommunitywhereinthewordsofthe

ancientIrishblessing“It isintheshelterofeach
other,thatpeoplelive."

(Rev.TrevorWilliams)

AsmembersofCorrym 巴ela wemakeacommitment

eachyear, confessingourownresponsibilityforthe
destructiveconflictsinoursociey,toseektoovercome
ourowndivisionsandmakeourselvesinstrumentsof

peace.

Theformsofpeacemakingareasvariedasour

members.Joycehasbeeninvolvedinarecentinitiaｭ

tivewithyoungchildrenwhohavelostsomeoneclose

tothem, verysuddenly.

(Mrs.JoyceWilliams)

Love, Death, andGriefarebigwordstocope
withwhenyou'restillachild.

Afamilydeathbringsgrieftoeveryoneinvolved.

Often,thebulkofattentiongoestotheadults ,leaving
childrenlargelyoverlooked.Whenthedeathissudｭ

den ,orviolent,childrenareespeciallyvulnerableand
theirdistresscangounrecognised.Manychildren

experiencelaue , death ,andgriefandneedtofindways
toexpresstheirfeelingsandreceivesupport.

Fouryearsagotwomemb 巴rs oftheCorrymeela

Communitybecameawareoftheneedsofthesechilｭ

dren.Weknewofchildrenwhohadexperiencedthe

suddendeathofaclosefamilymembeI¥Weknewof

particularchildrenwhohadwitnessedtheviolent

deathoftheirparents.Weknewofchildrenwhohad

behaviourPI叫Jlems inschoolbecauseofadeathinthe

family.Wewantedtodosomething

WestartedasmallgroupcalledTreetops.Itisa

children'sbereavementgroupforthosebetween8and

12yearsold.Agroupofs以 or eightchildrencometo

COl・ rymeela HouseinB巴lfast onaThursdayevening

fortwohours.Theyhaveexperiencedthesudden

deathofaparentorsiblingthroughviolenceorsuiｭ

cide, suddenillness, orroadaccident.Wehavefun
andgamestogetherandbondintoaclosegroup.We
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見せたりし始めます。どうして惨事が起きたか、その後

自分の人生がどう変わったかについても話します。

絵画、工作、寸劇によって、押さえつけられ、心の痛

みとなっていた感情を捜し求めます。悲しみ、怒り、恐

れ、孤独、罪の意識、混乱などを表現する方法を見つけ

だすのです。皆が一緒になって、こうした惨事が降りか

かったのは自分一人ではないことに気づくのです。 j長IJ の

Ii] で、自分達が遭遇した困難な状況を演じ表出します。

毎晩、集まりの最後には、歌を歌い、ろうそくを灯し、

本の一節を読み、そして共に短い祈りを唱えます。この

グループは、 6 週間会合を続けます。皆が一緒に、こう

して、人生の次の段階へ進んで、行く力を見出すので、す。

一方、付き添いの大人も別の部屋に集まります。悲し

い出来事や家族全体に生じた変化について分かち合いま

す。子供についての悩みや恐れを打ち明け、子供のそは、

にいてやる新たな方法について学びます。

2 人の会員が始めた、こうした集会や分かち合いの精

神によって、小さな種がi専かれました。今や育ち始めて

います。梢会は、まだ、小さな会ですが、今では、 1 対 1

で幼児を助けています。梢会は、 H下年パリーキャッスル

のコリメーラセンターの週末プログラムに何組かの家族

を連れて行きました。来年は夏季ファミリーウィークも

企画しています。遺児から遺児宛に書かれたニュースレ

ターの第一号も発刊されました。

遺児教育ネットワークが年 4 回聞かれ、青少年の指導

に当たっているプロフェッショナルやボランティアが一

堂に会し、意見や情報を交換しています。劇や図画工

作、砂や粘土を使った、実践的なワークショップには、

さばき切れないほど応募が殺到しています。教師、ソー

シャルワーカ一、教会の指導者に対する支援や訓練も今

ではこの事業の一部となっています。

夜、にとりまして、ここの一員であることは実り豊かな

経験です。つまり、ほんの小さな会ですが、それは確か

に成長しつつありますし、そこを訪れる誰にとっても成

長をもたらす経験であるからです。

(トレバー・ウィリアムズ師)

これまで 32年|旬、コリメーラは、北アイルランドにお
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alsolearnaboutgrief.Thechildrenfinditisasafe

placeandbegintotalkandshowphotographsofthe

lovedonewhohasdied.Theytelltheirstoryofhowit

happenedandhowlifehaschangedforthem.

Throughdrawingandartandsimpledramathey

explorethefeelingsthatareoftenpusheddownand

painful.Theyfindwaystoexpresstheirsadnessand

anger , theirfear , loneliness , guilt, andconfusion.
Togethertheydiscoverthattheyarenottheonlyones

towhomthishashappened.Usingdrama, theyact
outsomeofthedifficultsituationstheyfindthemｭ

selvesin.Attheendofeacheveningwesingasong,
lightacandle, readastory, andsayashortprayer
together 目 The groupmeetsforsixweeks.Together

theyfindstrengthtogoontothenextstepoftheir

Journey.

Meanwhiletheaccompanyingadultsmeetinasepｭ

arateroom.Theyareencouragedtosharetheirstory

ofgriefandhowlifehaschangedforthewholefamily.

Theyexpresstheirworri 巴s andfearsfortheirchildren

andlearnofnewwaystobealongsidethem.

Fromthismeetingandsharingideasoftwo

Con ・ymeela membersasmallseedwassown.Itis

beginningtogrow.Treetopsisstillsmallbutnowalso

workswithveryyoungchildrenonaone-to-onebasis.

Lastyearwetookfamiliesonaresidentialweekendto

theCorrymeelaCentreatBallycastl 巴. Nextyeara

summerfamilyweekisplanned.Thefirsteditionofa

newsletterwrittenbybereavedchildrenforbereaved

childrenhasbeenpublished

ABereavementEducationNetworkmeetsfour

timesayeartobringtogetherprofessionalsandvolｭ

unteerswhoareworkingwithchildrenandyoung

peopleandtoshareinformationandideas.Practical

workshopsontheuseofdramaandart,sandandclay
havebeenoversubscribed.Supportandtrainingfor

teachers , socialworkers, andchurchleadersisnow
alsopartofthiswork

Formeithasbeenanenrichingexperiencetobe

partofsomethingsmallbutwhichIknowisgrowing

andwhichisagrowingexperienceforeachperson

whocomes.

(Rev.TrevorWilliams)

Forthirty-twoyearsnowCorrymeelahasbeen

exploringanotherwayoflivinginNorthernIreland ,
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けるもう 1 つの生き方、すなわち相互受容的なコミュニ

ティの生き方を模索してきました。会員だけでなく、共

に歩まんとする全ての人が体験を分かち合い、話を聴

き、理解し、信じ、変化する場を提供してきました。

困難な政治問題について話し合い、立ち向かうからと

いって、コリメーラは一大政治プログラムではないので

す。問題の解決そのものでもありません。なぜなら、新

しい関係を結ぶことへの招待はできても、他人に強制す

ることはできないのですから。コリメーラは、むしろ H音

聞に灯・る小さなろうそくのようなものです。

コリメーラ会員で、詩人のジャネト・シェパーソン

は、コリメーラセンターの開館式で、次のように詠みま

した。これは、今でもコリメーラを代弁するものです。

この希望を捧げよう

こんなに小さくて

J!TItが吹き消すかもしれない

そのほのかな炎のゆらぎは

思わぬ所で大きくなり

目をくらませる光を作ったり

暗黒の強さを測ったりすることに

大きな金をつぎこんだ者共の

心を悩ませるようだ

もしこの希望が生き続けたら

つばめの翼のように

気紛れに、何処知れず

いつもはばたき続けるだろう。

もしこの希望が死んでしまったら

草の種のように

浅く埋められるのだ

小さな、一本のろうそくの光をお慈しみ下さり、有り

~n主うございました。
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thewayofinclusivecommunity.Wehavesoughtto

providespacefOl・ ourselves andallwho 、，y ill joinwith

us , toshareourstori 巴s ， tolisten, tounderstand , to
trustandtochange

Itisnotthebigpoliticalprogramme, thoughwe
debateandconfrontdi 伍cult politicalquestions.Itis

notthesolution, fortheinvitationtoanewrelationｭ
shipcanneverbeforc 巴d onsomeoneelse.Itismore

likeasmallcandle,glowinginthedark.
JanetShepperson, aCorrymeelamemberandpoet,
putitlikethisattheopeningofourCentre.Itstill

representsCorrymeelawell.

10 酔I' youthishope.

Itissosmα II

the ωind couldblowitout.

Itsfeebleflickering

turnsupinunexpectedpl αces

αnd seemstoαnnoy those

with α big investmentindαzzling light,
or｣nmeα suring thestrengthofdαrkness.

Ifthishopelives

itwillbelikesw αllow's ωmgs ，

err αtic ， unpredict αble ，

αlw αys onthemove.

Ifthishopedies,
itwillbeburiedsh αllow

lillegl αss seed.

Thankyouforcherishingthelightofonesmallcanｭ

dIe.
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